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)イ士  様

機 械 落 径

機 械 厚 ミ

テ ン プ振 動 数

25.60mm

3.95mm

28,800回 //日寺

自動 巻 (手巻 装 置 付 )

カ レ ン ダ ー (日・日在、 曜 文 字 和 英 切 換 、日・

曜 修 ■ 装 置 、 瞬 間 日・曜 送 り )

秒 針 規 正 装 置

微 動 緩 急 装 置 (外部 緩 急 装 置 付 きの も の

とつ い て い な い もの 力` あ り ま す 。)

特  長

●豊富 な機育ヒを有 し、 しか も薄型 0こ まと

め られ て い ます。

●毎 秒 8振動 の高 振 動 メ カニ ズ ム を採 用

して い るため精 度 が優 れ て い ます。

●簡 単 な操 作 の リュ ウ ズ回転 式 日・ 曜早

修 正 及 び瞬 間 日・曜 送 り装 置

●女子み に よ って使 ●ヽう)け らオtる 日程ぅと字 の

切 換 装 置

分 解 0組立

分解は、図の番 写① ―①の順序に分解 し

て くだ さ い。

組 立 は 、 図 の 番 号 ① ～ ① の 順 序 に組 み 立

て て くだ さ い。

注  油

図 中 で、つ ぎの記号 は油 の種 類 、量 、注

′由t釘 同†をテスしま―す。

●種 類

oメ ー ビ ス A

伊  セ イ コー ウ ォ ッ チ 油  S-4

‐ セ イ コー ウ オ ツ チ 油  S-3

● 注 油 量

…
多 め に

…
標 準 量

← 極 く少 量

2)

3)

4)

― プ メ ン

5)取 扱 上 の 注 意

⊂)  日4守 の 4多 IE`ま ZF南,3日寺4●か頃 か ら2Fイ麦9

時頃 までの 間 にお こな って くだ さい。

曜 日の修正 、和英切 換 は午前 7時頃 か ら

午後 11時頃 までの間 にお こな って くだ さ

い。 これ以外 の時 には、 日、曜 日の修正

装 置 は働 きませ ん。

ゼ ンマ イ巻 き は 、 自動 巻 上 げ で す が リユ

ウ ズ で も可 能 で す 。 ま た 日付 を修 正 し た

と き に もゼ ンマ イ は巻 け ます 。

リュ ウ ズ

リュ ウ ズ は 3段切 換 式 に な っ て い ます 。

リュ ウ ズ 1段 目― → ゼ ンマ イ巻 き

2段 目― 一 日付 修 正 (右 回 転 )

ゼ ンマ イ巻

曜 日修 正 (左 同 転 )

3段 目― → 針 合 わ せ 、 秒 針 規 正

②

③
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5206A カ レン グー機構

①

②
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5206Aヵ レングー機構

6)カ レ ン グ ー 機 構

6)-1瞬 間 、 日・曜送 り装置 (図 -1 2)

掴

掴
24時 間 で 1回転 す る 日送 車 の 上 に 、 日送

カ ム 、 そ の 上 に 日車 を送 る 日送 ツ メ 、 さ

ら に 曜 送 ツ メ が 組 まれ て い ま す 。 日送 カ

ム に 1ま 絶 え ず 、 日送 レバ ー カシヾネ に よ っ

て 押 しつ け られ て い ま す 。 日送 車 が 回 る

と、 日送 カ ム も同 時 に 回 さ れ 、 カ ム に接

触 して い る 日送 レバ ー は 、 渦 巻 状 の カ ム

の 外 周 を昇 っ て ゆ き、 同 時 に 日送 レバ ー

バ ネ が た わ め られ て 、 日送 レバ ー が カ ム

の 先 端 を通 り越 す と き に 、 日送 レバ ー バ

ネ の 力 に よ っ て 、 ヵ ム と 日送 レバ ー が 回

転 され ます 。

こ の と き、 カ ム と 日送 レバ ー は 日送 ツ メ

と曜 送 ツ メ を駆 動 し ま す 。

こ れ ら の 動 き は ll■ 間 的 に お こ な わ れ ま す

の で 、 日送 ツ メ )́一端 が 日車 を 1日 、 曜

送 ツ メ の 先 端 が 、 曜 車 を 1 日分 、 日舜間 自勺

に 送 り ま す 。

曜 躍 制 レ バ ー

// 
日送 カ ム

日送 レバ ー

図 -1

＼埒
之

レ ノ ―ヾ 才甲工    日 車

―
―

、

図 -2

(日 ‐日程:基 り千拘 )

日程躍 制 レ バ ー

(日 曜 送 り後 )

///曜
車

日送 カ ム

日 送 車

図 -4
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5206Aカ レングー機構

6)-2

日付 、 曜 日修 正 機 構 (リ ュ ウ ズニ 段 目 )

→
1丸穴車ト

(三二f交 目 )

日修 正

キ チ 車 と九 穴 車 (日 ノ裏 押 エ

れ て い る )が 、 か み あ っ て お

ズ を右 に 回 す と図 -6の よ う

― に つ い て い る修 正 車 が 、 日

い 日車 を回 転 させ ま す 。

(リ ュ ウ ズ に よ る 日付 け修 正

ゼ ンマ イ が 巻 け る機 構 に な っ

ιこ組 み 込 ま

り、 リュ ウ

ιこ揺 郵リレバ

車 とか み あ

の と き に も

て い ま す 。)

曜 修 正

リュ ウ ズ を左 に 回 す と揺 動 レバ ー に つ い

て い る修 正 車 が 、 曜 伝 工 車 とか み あ い 曜

車 を 回 転 させ ま す 。

修 正 車 の ス リ ッ プ

図 -4の よ う に 、 日送 ツ メ の 先 端 が 日車

の 歯 の 間 に あ る と き、 お よ び 曜 送 ツ メ の

先 端 が 曜 星 車 の 歯 の 間 に あ る と 訓 ま、 日付

け お よ び 、 曜 日 を修 正 し て も 、 修 正 車 が

ス リ ッ プ し て 、 修 正 機 構 が 働 き ま せ ん 。

ヽ 日 ノ裏 押 エ

オシ ドリ

丸 穴 車
~~

図 -6

―

「
ノ

揺 動 レ /ヾ―

図 -7
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5206A切 換 機構

日ノが‐①

筒 カ ナ

日 ノ裏 草

①

筒車

①

①

|プ・、 ②画丸穴バネ

劇

|園
山
Ｔ

①

カ ンヌキ

ダイヤ フ ィ

ダイヤシ ョ

搬車①
遊動 丸穴車―

①

カンヌキ押‐①
オシ日①
ンヽゼネジ④
ンヽゼ④

ゼ ン マ イ 巻 き (リ ュ ウ ズ ー 段 日 )

キ チ 車 と丸 穴 車 (日 ノ裏 押 工 に組 み 込 ま れ

て い る )が か み あ っ て い る状 態 で リュ ウ ズ

を右 に 回 す と、 図 の よ う に遊 動 九 穴 車 を仲

介 し て 角 穴 車 が 回 さ れ 、 ゼ ンマ イ が 巻 け ま

す 。

リュ ウ ズ を左 に 回 す と、丸 穴 車 と遊 動 丸 穴

車 の か み あ い が はず れ ます。

ま た通 常 の 自動 巻 上 げ の場 合 も、丸 穴 車 と

遊 動 丸 穴 車 の か み あ い が はず れ ます。

遊 動 丸 穴 バ ネ

角 穴 車
ヽ

ヽヽ
、、、、
出

ヽ
九 穴 車

図 -8
丸 穴 車
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5206A自 動巻機構 、表輪列

①囀鍾―
①

伝 工受ネジ

①伝工受― ― ―――――

①受ネン3 1tl    ~
(亜)一

番受

ダイヤ フ イ ンクス

―――――秒 針カナ押 エバネ止 ネジー

―――一番受―⑫
(一 番 仲 介 車

①
ア ンクル受ネジ

○アンクレ受――――――

①アンクレ

一　

　

　

　

ヽ

縣
番仲介車ヽ

(憂)バーo
レー①
ガン‐①

箱車
]①

①
_ヽ________夕 部ヽ緩急ネジ

香 箱 車 は 分 解 す る IZ、要

は あ りませ ス́。

万 分 解 洗 族 した場 合

は S-3油 を ,主 油 して

くだ さい _

(二番 伝 工 車 )コ

■―オシ日し①

顛幸④
む―――――― 角穴ネシ④
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5206A分 解 組立

分 解 時 の 注 意

1)ゼ ン マ イ戻 し

ゼ ンマ イ を戻 す と き は 、 伝 工 受 を は ず

し て 、 切 換 伝 工 中 と一 番 伝 工 車 を は ず

し 、り ‐ ウ ス を押 え な が
'シ

、静 か ιこピ ン

セ ッ トで 図 の 矢 自]の 方 向 に コハ ゼ を動

か し ま す と、 ゼ ンマ イ が ほ ど け ま す 。

IXI-10   1

組 立 時 の 注 意 (1)

,主  ブ由

二1番伝 工 車

輪 列 断 面 秒針 カナ押 エバ ネ

筒 カ ナ

図 -13

|メ1-12

-香 仲 介 車

組 立 時の 注 意 2)

秒 針 カナ押 エバ ネの組 込 み は 、 12図 左 の

よ うに横 か らイ子な い ます。(矢 印 方 向 か ら

組 込 む )

12図 イ「″)よ うに、不少金十カナ の上ゴ方か ら糸且込

み ます と、
～
り
'金十カナ l甲 エ バ ネ が ホ ゾ部 に

あ た り 、 正 し く取 りつ け られ ませ ん。

修 正 車

仲
　
　
草

／

／

／

介 車 押 エ

仲 介一 番

修 正 歯 軍

修 正 カ ナ

図 -14

図 の矢 印 の個 所 に注 油 し、 3-4回 車 を回転

させ 、油 が軸 に ゆ きわ た る よ うに して くだ さ

| |

-

「
図 -11

二 番 伝 工 車

-5206A- 7-



5206A自 動巻、秒針規正 、外部緩急装置

8)自 動 巻 機 構

自動巻機構 は回転錘 が左右 どちらの方向 .

に回転 して も、切 換伝 工車 の働 きに よ っ

て一 定 方 向 の 回転 とな り、 つ ね にゼ ンマ

イ を巻 上 げ ます。 (図 -15)

9)秒 針 規 正 装 置

リュ ウズ を 3段 目に引 き出 し、針 まわ し

状 態 にす る と、規 正 レバ ー先 端 の ピ ンが

テ ンワ を 1甲 え て 、作 動 をイ亭止 します。

(図 -16)

10)外 部 緩 急 装 置

外部 緩 急 装 置 は 、 ケ ー ス を開 か ず に時 間

調 整 が で き る装 置 です。

ケ ー スの緩 急 :穴 ネ ジ をは ず し、タト部 緩 た、

ネ ジ を右 に 回 す と微 動 レバ ー が動 き緩 急

針 を一 方向 に回 し、歩 度 を遅 らせ ます。

また左 に回 す と微 動 レバ ー を十 方 向 に回

し歩 度 は進 み とな ります。 (図 -17)

(注  意 )

外 部 緩 急 装 置 で時 間調 整 した後 は 、外部

緩 急 ネ ジ を少 し戻 し (ネ ジの遊 び分 だ け )

て お い て くだ さい。

二 番 仲 介 車

回 転 錘

む

///////[][ェ 車

一 番 仲 介 車

/f二
番伝工車

はヽ1｀
/′

香 箱 車
|スl-15

規 正 レ バ ー

LKj-16

ヒ ゲ 持 受 緩 急 針

外 部 緩 急 ネ ジ


